
●所属箇所別の有効回収数・回収率は以下の通り。(　）は有効回収率。

学部 修士課程 博士後期課程 専門職大学院 合計

対象者数
有効回答者数（有効回収率）

10,000
3,211（32.1）

1,547
652（42.1）

453
159（35.1）

1,178
477（40.5）

13,178
4,499（34.1）

【全体回収率】

学部１年 学部２年 学部３年 学部４年以上 修士課程 博士後期課程 専門職大学院

対象者数
有効回答者数（有効回収率）

2,513
980（39.0）

2,558
839（32.8）

2,523
776（30.8）

2,406
616（25.6）

1,547
652（42.1）

453
159（35.1）

1,178
477（40.5）

【学年別回収率】

政治経済学部 法学部 教育学部 商学部 社会科学部 国際教養学部 文化構想学部 文学部

対象者数
有効回答者数（有効回収率）

1,007
349（34.7）

879
264（30.0）

1,081
299（27.7）

1,002
318（31.7）

714
218（30.5）

656
238（36.3）

963
310（32.2）

750
248（33.1）

基幹理工学部 創造理工学部 先進理工学部 人間科学部 スポーツ科学部 修士課程 博士後期課程 専門職大学院

対象者数
有効回答者数（有効回収率）

666
260（39.0）

648
217（33.5）

586
193（32.9）

610
172（28.2）

439
125（28.5）

1,547
652（42.1）

453
159（35.1）

1,178
477（40.5）

【学部・大学院別回収率】

文系1年 文系2年 文系3年 文系4年以上 理系1年 理系2年 理系3年

対象者数
有効回答者数（有効回収率）

2,008
782（38.9）

2,058
661（32.1）

2,008
600（29.9）

1,947
471（24.2）

505
198（39.2）

500
178（35.6）

515
176（34.2）

理系4年以上 文系修士課程 文系博士後期課程 理系修士課程 理系博士後期課程 専門職大学院

対象者数
有効回答者数（有効回収率）

459
145（31.6）

634
291（45.9）

305
101（33.1）

913
361（39.5）

148
58（39.2）

1,178
477（40.5）

【学年文系・理系別回収率】

学部１年男子 学部１年女子 学部２年男子 学部２年女子 学部３年男子 学部３年女子 学部４年以上男子 学部４年以上女子

対象者数
有効回答者数（有効回収率）

1,538
538（35.0）

975
442（45.3）

1,537
467（30.4）

1,021
372（36.4）

1,550
457（29.5）

973
319（32.8）

1,534
365（23.8）

872
251（28.8）

修士課程男子 修士課程女子 博士後期課程男子 博士後期課程女子 専門職大学院男子 専門職大学院女子

対象者数
有効回答者数（有効回収率）

1,039
412（39.7）

508
240（47.2）

296
100（33.8）

157
59（37.6）

834
341（40.9）

344
136（39.5）

【学年性別回収率】
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調査の概要

早稲田大学では、1957年から随時、そして2001
年からは毎年「学生生活調査」を実施しています。
多種多様な早大生の皆さんの学修状況や進路、課外
活動の現状などを捉え、その結果を基に、全ての早
大生の学生生活がより一層充実するよう、大学全体
で活用していくことを目的としています。

37回目に当たる今年度も、学部学生、大学院学生、
専門職大学院学生の合計13,178人にアンケートをお
願いし、多くの皆さんに回答いただきました。ご協
力いただいた皆さんには、この場を借りてお礼を申
し上げます。

今年度の調査では、従来の調査項目に加えて、学
生生活で大きな割合を占めているサークル活動への
参加実態や、卒業後の進路、本学のダイバーシティ

の受け入れ態勢の現状に関するトピックを設けまし
た。また、学生生活について、居住形態の違いにフォー
カスすることで、日々の習慣や生活時間帯の違いな
ど、学生の生活実態が実に多様であることが明らか
になりました。

学生の皆さんにとっても興味深い結果が見られま
すので、ぜひご一読ください。

最後になりますが、2017年度に引き続き、本調査
は嶋﨑尚子文学学術院教授および大学院文学研究科
博士後期課程の笠原良太さんに、全面的にご協力・
監修いただきました。快く引き受けていただきまし
たことに対し、心より感謝申し上げる次第です。

2018年10月22日

学生の皆さんへ
学生部長　齊藤 泰治

今年度の学生生活調査も、昨年度と同様に、MyWasedaを利用して以下のとおり実施しました。
Webサイトにも報告書の内容を掲載していますので、ご参照ください。
http://www.waseda.jp/student/koho/studentlifereport.html

2018年6月18日（月）9：00 ～ 7月10日（火）9：00調査期間

学部学生・大学院学生・専門職大学院学生　4,499人　34.1%
（過去の回収率）2017年度：36.4％、2016年度：33.5％

有効回答者数
／回収率

MyWasedaを用いたオンライン調査調査方法
授業への参加、学修状況、卒業後の進路（キャリア）、心身の健康、学生生
活（サークル活動・留学）、経済状況、大学生活の満足度、キャリア・研究
環境（大学院学生のみ）

調査項目

2018年4月末の在籍者から、以下のとおりを対象としています。
○学部学生・大学院学生：学部学生40,115人、大学院学生6,933人を母集団として、

所属ごとに層化し、在学中に1度は回答するよう学部学生10,000人、大学院学生
2,000人を抽出しています。

○専門職大学院学生：休・留学者を除く在学生全員1,178人を対象としています。

調査対象

※文系とは、政治経済学部、法学部、教育学部（理学科を除く）、商学部、
社会科学部、人間科学部、スポーツ科学部、国際教養学部、文化構想学部、
文学部、政治学研究科、経済学研究科、法学研究科、文学研究科、教育
学研究科、商学研究科、社会科学研究科、人間科学研究科、スポーツ科
学研究科、アジア太平洋研究科、日本語教育研究科、公共経営研究科、
国際コミュニケーション研究科を指します。

※理系とは、教育学部理学科、基幹理工学部・研究科、創造理工学部・研
究科、先進理工学部・研究科、国際情報通信研究科、情報生産システム
研究科、環境・エネルギー研究科を指します。

※専門職大学院とは、政治学研究科（公共経営専攻）、商学研究科（ビジネ
ス専攻）、ファイナンス研究科、法務研究科、会計研究科、教職研究科、
教育学研究科（高度教職実践専攻）、経営管理研究科を指します。

※この報告書では、数値を小数点以下2桁で四捨五入しているため、合計
が100%にならない場合があります。

※図中では5%未満の値は一部省略しています。また、一部の図では数値
を表示していません。


